
インターナショナルクリアランス 

 

インターナショナルクリアランスとは？ 

インターナショナルクリアランスは、ワールドラグビーに加盟しているすべての国の協会に適用される、ワールド

ラグビーの競技に関する規定に基づく要件です。現在所属している協会を離れて他の国の協会でプレーするプ

レーヤーは、現在所属する協会と、渡航先の新しい協会で承認されたクリアランスを取得するまで、新しい協会

が主催、承認、または公認する大会に登録したり、参加したりする資格を得ることはできません。クリアランスの

手続きを怠ったプレーヤーを出場させたクラブチームは、場合によっては、勝ち点の減点や罰金などの制裁を受

ける可能性があります。このワールドラグビー競技に関する規定の要件に例外はなく、日本ラグビーフットボール

協会には、クリアランスの手続きを行っていないプレーヤーのプレーを認める裁量権はありません。 

 

インターナショナルクリアランスの対象者は誰ですか？ 

インターナショナルクリアランスは、性別、年齢、国籍、アマチュア、プロなどのプレーのレベルを問わず、１つの

協会から他の協会へ移動する、すべてのプレーヤーが対象となります。また、インターナショナルクリアランスの

手続きを行うのは、プレーヤー自身の責任となります。 

 

インターナショナルクリアランスの手続きはどのように行えばよいですか？ 

 

【日本から海外へ移動する場合】 

日本で登録しているプレーヤーで、海外でプレーを希望する者は、以下の手続きを行う必要があります。 

① 日本ラグビーフットボール協会のクリアランスフォームに必要事項を記入の上、署名をしてください。 

② ご自身の所属するクラブチームへクリアランスフォームを提出してクラブの承認を得てください。クラブと連絡

が取れない、クラブの連絡先がわからない場合は、管轄の支部協会へご相談ください。 

③ フォームの記入事項に問題がなければ、クラブチームの責任者は、クリアランスフォームの「チーム責任者」

の欄に署名をし、所属する都道府県協会または支部協会へファックス、または、スキャンをしたデータをメー

ルにて提出してください。各クラブは、都道府県協会または支部協会へクリアランスフォームを提出したら、

速やかに当該プレーヤーのラグビーファミリー登録を削除してください。登録が残ったままのプレーヤーは

二重登録となってしまう恐れがあります。 

※日本ラグビーフットボール協会では、支部協会による承認がない限り、申請を直接受け付けることはできませ

んのでご注意ください。 

④ 都道府県協会または支部協会へ送付されたクリアランスフォームは、申請内容に不備がなければ、承認後、

都道府県協会から支部協会、支部協会から日本協会へと、順を追って承認手続きが行われます。 

⑤ 日本ラグビーフットボール協会にて受理されたクリアランスフォームは、申請内容に不備がなければ、承認

手続きが進められます。 

⑥ 日本ラグビーフットボール協会は、承認されたクリアランスを新しい国の協会と所属していたクラブの三支部

協会へ送付します。 

⑦ 上記⑥のクリアランスが新しい国の協会で承認されると、地域協会を経て新しく所属するチームへ連絡がい

き、新しく所属するチームでの登録が可能になります。 



 

他の国の協会でラグビーをプレーする前に、余裕をもって申請を行ってください。  

 

【他国から日本へ移動する場合】 

手続きの手順は、その国の協会によって異なる場合がありますが、一般的には以下のような手順となります。 

① プレーヤーは、所属する海外協会が発行するインターナショナルクリアランスフォームを入手し、それに記入

してください。 

② 記入したクリアランスフォームをご自身が所属する海外のクラブチームに提出し、承認を得てください。 

③ クラブチームは、承認したクリアランスフォームを所属する地域協会に提出します。 

④ 地域協会は、このクリアランスフォームを承認して署名し、統括する国の協会に提出します。 

⑤ その国の協会は、このクリアランスを承認、署名し、日本ラグビーフットボール協会へ送付します。 

⑥ 日本ラグビーフットボール協会は、クリアランスフォームの承認、署名を行い、海外協会および日本国内の

新しいチームが所属する支部協会へ通知します。 

⑦ 連絡を受けた支部協会は、当該プレーヤーのクリアランスが承認されたことを新しいクラブに通知します。 

⑧ 新しいクラブは、連絡を受けたら、当該プレーヤーをラグビーファミリーに登録をしてください。 

 

上記の手続きが正しく行われていない場合、追加の確認作業等で承認までに時間がかかることがありますので

ご注意ください。また、本書類が未提出の場合、日本での新しいチームでプレーが認められませんので、必ず日

本へ移動する前にご提出ください。 

 

クリアランスが保留となる理由 

 プレーヤーが以前に所属していたクラブまたは日本ラグビーフットボール協会との契約に基づく義務（未払

いの負債など）を果たしていない場合、クリアランスは拒否または保留されることがあります（ワールドラグビ

ー競技に関する規定 4.6.4）。 

 プレーヤーが規律上の理由で出場停止処分を受けている場合、出場停止期間が 5週間以内であり、新しい

国の協会が残りの出場停止期間を課すことを確認した場合を除き、日本ラグビーフットボール協会はクリア

ランスを拒否または保留することができます（ワールドラグビー競技に関する規定 4.6.3）。 

 

クリアランスが遅延する理由 

クリアランスフォームが正しく記入されていなかったり、クリアランスフォームの新チーム名やプレーヤー本人の

署名欄が未記入になっていたり、地域協会の承認を得ていなかったりなど、正しく手続きが行われていない申請

の場合はクリアランスフォームが差し戻されたり、追加の確認作業を行う必要があるため、遅延の原因になりま

す。 

また、プレーヤーが契約プレーヤーの場合、日本ラグビーフットボール協会は、プレーヤーの契約状況や契約上

の義務について追加の確認を行い、場合によってはクリアランスの処理に時間がかかることがあります。 

 

ワールドラグビーの競技に関する規定では、クリアランスの承認にかかる時間は定められていませんが、1 週間

以上承認されない場合は、所属するチームを通じて、日本ラグビーフットボール協会へお問い合わせください。 

 



ご質問やご不明な点がございましたら、clearance@rugby-japan.or.jp までお問い合わせください。ただし、承認の

進捗状況などの確認、承認手続きの催促といったお問合せは受け付けておりませんので、予めご了承ください。 


